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法人事業計画を２０１８年度に初めて作成し、あらためて法人のこれまでの歩みに確信を持つととも

に、法人の理念と基本方針、２０１８年度の課題を明確化し、それに基づいた運営に努めてきました。 

 ２０１８年度の課題の達成状況は以下のとおりです。 

 

（１）法人の中長期計画の策定 

 ２０１８年９月理事会に提案し、１２月理事会で策定することができました。 

 地域での少子化が進行する中でも、保育内容の充実を図り、安心して子どもを託することができる保

育園として保護者に選択され、地域から信頼される園としていくことを柱に、以下を課題としました。 

  ①保育のあり方と園の運営についての検討 

  ②人材の確保・育成・定着方針づくり 

 ③今後の幹部養成 

 ④経営基盤の強化・確率 

 

（２）保育内容の充実・発展 

 保育のあり方と園の運営については、２０１８年度に理事、評議員、職員で構成する保育のあり方検

討プロジェクトチームを結成しました。この中で、認定こども園のメリット、デメリットを見極めなが

ら、移行についての検討も行っていきます。 

 

（３）両園・法人の連携強化 

 個人情報保護の学習会や保育内容の検討等を両園合同で行ってきました。 

 今後も各種学習会や検討会を行って、両園の連携強化をはかっていきます。 

 

（４）会議の開催について 

 理事会を３ヶ月毎に定期開催してきました。治水園の１歳児枠の拡大と改修工事を行うことを目的に

臨時理事会を１回開催しました。監事監査についても３か月毎に実施しています。 

 法人の事務局会議を毎月１回定期開催してきました。 

 評議員会は２０１７年度には定期で１回の開催でしたが、２０１８年度は新たな評議員が選任された

こともあり２回開催しています。今後も日常運営や検討課題についての意見を寄せていただくため、２

回の開催をめざします。 

 

（５）人材の確保・育成、働きやすい職場づくり 

 役員の体制では、経過措置により４名としてきた評議員体制を規程どおりの７名とすることができま

した。引き続き、安定的な役員体制、園の管理体制をめざしていきます。 

 職員の確保では、２０１９年４月に新卒の常勤臨時保育士３名の採用と、常勤臨時保育士から３名の

正規職員の登用を行うことができました。 

 非常勤職員の確保が厳しい状況が続いていますが、確保の取り組みを強めます。 

 

（６）安全・リスクマネジメントの取り組み 

 防災マニュアルの更新を行いました。引き続き防災対策の充実、感染対策の学習等を行っていきます。 

 

（７）経営管理力量の強化 

監事監査を軸にしながら、法人事務局会議に３か月毎に会計事務所に加わってもらい、経営の到達や

評価についての理解を深めてきました。 

 

（８）法人ホームページの刷新 

 園の日常実践の周知、魅力の発信のため、ホームページの刷新を目標としていましたが、実施できま

せんでした。現場の手間の軽減をはかりながら、発信の仕組みづくりを検討していきます。 

 

 

（９）各種規程の整備 

 着手できませんでした。２０１９年度の整備着手をめざします。 



 

（10）建物修繕・施設整備等 

 昭和園の屋根破損部の修繕と、待望の治水園の耐震診断を実施することができました。治水園の耐震

診断の結果は、「耐震基準の耐震判定基準値を確保している」との内容で安心することができました。 

 この他、治水園で１歳児枠の拡大をめざして、急遽でしたが改修工事を実施しました。これが４月か

らの園児確保に結びついています。 

 

（11）その他 

 法人の中長期計画で経営基盤強化の目標として毎年度５００万円の積立を２０１８年度に実施する

ことができました。これにより、２０１８年度末の積立金は３，７１８万円となっています。 

以上 










